
 市川市立大洲小学校 

学校運営協議会 

第 １１ 号 

令和３年７月２０日 

～子どもたちや授業の様子について ～ 

今回の学校運営協議会は、各クラスの子どもたちや授業の様子、クラスの雰囲気等を参観してい

ただきました。そのうえで、学校関係者評価について意見をいただきました。 

 

  

 

 

 

 

【協議会の内容】 

（１）各学級の参観 

参加者１０名を２グループに分け、各クラスを巡回。１８クラスあるので、各クラス２～３

分程度の参観だったが、それでもクラスの様子はよく伝わってきた。教室や廊下の掲示物も

確認した。 

（２）学校関係者評価(保護者アンケート)について（学校からの説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２回学校運営協議会概要 

 《日時》 令和３年７月２日（金）１０時４０分～１２時１０分 
 《場所》 市川市立大洲小学校 ランチルーム 
 《構成》 学識経験者・地域関係者代表・保護者代表・校長・教職員（計１０名参加） 
 《次第》 ①前期学校評価について 
      ②授業参観後の感想・意見について       など 

《説明の概要》（抜粋） 

６月に、前期の学校関係者評価（保護者アンケート）を実施した。保護者の期待や要望等を読

み取り、それに応えるように努力をしたい。また、あわせて児童を対象にした実施した「自分

を見つめるアンケート」からも、子どもの家庭での生活や学校生活の様子を把握し、これから

の教育活動に生かしていきたい。 

結果については、夏休み中に取りまとめ、２学期以降、「学校だより」や「ホームページ」等に

発表する予定である。  

◇アンケート項目について 

① 「豊かな心」の「お子さんは、いじめはいけないことと理解し、行動している。」の項目は、

家庭教育や学校教育を通して「人権の意識」が育まれているかどうかの証左の一つと考え

られる。大洲小学校として大切にしたいことの一つである。 

②「健やかな体」の「お子さんは、自らの安全（交通事故・けがなど）に気を付けて生活して

いる。」の項目はとても気になるところである。先日、 

八街市で下校時に痛ましい事故があった。学校として 

も安全教育を充実させたいと考えている。また、コロ 

ナ禍もまだ続くことから、児童の手洗いうがいの励行 

や、消毒等の学校の衛生管理にも努めたい。 

③「信頼される学校」にある「学校は、特色ある取り組 

みや教育を進めている。」の項目だが、特色ある取り組 

みが何なのか、なかなかわかりづらいのではないかと 

思う。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

 

（３）授業参観後の感想・意見について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校運営協議会の開催予定】 

  傍聴が可能です。協議会当日、開始時刻の１０分前までに会場へ直接お越し下さい。 

 

 

 

 

《協議の概要》（抜粋） 

・コロナのため、保護者が学校に来る機会が減った。学校の取り組みもなかなか理解されて

いない面もあるのではないか。 

 →学校だよりやホームページで学校の様子を積極的に発信する。 

・「お子さんは、いじめはいけないことと理解し、行動している。」の項目はとても興味深

い。実際のところ、いじめはないのか。 

 →いじめがまったくないということではないが、アンケートや相談活動等で、いじめの予

兆が見られたら、解決のために早期に対応している。 

・大洲小学校は人権教育をよくやっている。「人権教育」も毎年行っている。これも大洲小の

「特色ある取り組み」の一つではないか。 

 →「人権教育」の取り組み、地域教育力との連携協働等、大洲小は「特色ある取り組み」

を様々進めている。 

・下校の様子を見ているといじめらしいものは見かけない。ただし、仲がいいが故に、おし

ゃべりに夢中になり交通事故が心配になることがあるので注意してほしい。特に下校時。 

 →日頃から地域の方にと下校時の見守りをしていることに感謝します。安全教育について

は大切なことなので、随時指導をしていく。 

《第３回》 令和３年 ９月１０日（金） １７時３０分より  大洲小学校 体育館 

《第４回》 令和３年１１月１２日（金）    未定     大洲小学校 ランチルーム 

《第５回》 令和４年 ２月１０日（木） １６時００分より  大洲小学校 ランチルーム 

   ＊ 日程等につきましては、変更が生じる場合もございますのでご確認下さい。 

《協議の概要》（抜粋） 

・１年生や２年生は元気よく、３年生あたりからは集中して授業を受けている様子がわかっ

た。また、教室や廊下の掲示物からも日頃の充実した活動の様子を感じた。 

・我々のころの詰め込みの授業ではなく、先生方が工夫をして、考えさせる授業をしている

ことがよくわかった。特に、大型モニターと黒板の両方を使い分けていたことは新鮮だっ

た。 

・耳から入る情報だけでなく、目から入る情報はわかりやすい。大型モニターを使うこと

で、わかりやすく楽しい授業になっているのだと思った。 

・少人数のクラスで算数の授業をしていた。一人一人の子どもたちに行き届いた指導ができ

ている気がした。 

・各学年らしさが伝わってきた。全体的に落ち着いていた。 

・ヤゴもたくさん飼っているのを見て、プールにこんなにいたんだと驚いた。 

・我々の時代と違って、先生が、気付いたことや感じたことをたくさんの生徒に発表させて

いた。色々な意見を出させることで、友達の考えから新たな気付きにつなげていることが

感じられた。 

・どの学年も、先生方が一生懸命に教えてくださっている。しかも優しく。児童も一生懸命

に聞いている。 

・こどもから「こんにちは」と挨拶されたことがうれしかった。挨拶が定着してきている感

じがした。 

・先生方が分かりやすい授業に努めている。電子黒板には字も書ける。そして、子どもたち

との信頼関係がある。 


